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４．安全運転支援のためのドライバ行動の計測・認識に関する研究  
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４－１ はじめに 
交通事故の発生状況を要因別にみると，漫然運転や脇見運転などを含む安全運転義務違反による事

故が依然多くを占めている。この割合は過去 10 年で見ても横ばいの状態が続いており，事故削減の
取り組みが継続して必要なものの一つであるといえる。その解決に向けて，本研究では，装着型のモ

ーションセンサにより，覚醒度低下の兆候や注意力低下を招く運転中の不安全行動を精度よく検知す

るためのドライバセンシング技術の開発に取り組んでいる。このうち，本稿では手の動きから「なが

ら運転」のような注意力低下状態を検知する試みを紹介する。  
 
４－２ 研究内容 
運転中のドライバの注意力状態を計測する

方法には，車両の運転操作情報を用いる方法

や，脳波などの生体情報を用いる方法が研究

されている（図 4-2-1）。運転中に，運転操作以
外の作業負荷が生じた状態，たとえば，ナビ操

作や画面文字の読み上げなど，いわゆる「なが

ら運転」の状態になると，前方への注意が逸れ

て車両操作に遅れや乱れが生じる。このよう

な認知的な負荷に伴うステアリング操作の乱

れから，運転負担の度合いを評価する方法と

して，ステアリングエントロピー（SE）法[1]が

知られている。一方で，車両を操作するドライバ自身の挙動を直接測定することでも，運転負担の変

化を検知できる可能性がある。そこで本研究では，「ながら運転」のような認知的な負荷がドライバの

手先挙動に及ぼす影響を調査し，運転負担推定への応用可能性を検証する。 
 
（1）手先挙動に基づく運転負担指標 
運転操作において，手は基本的な役割を担っている。運転中の手の動きは，たとえば，装着型のモ

ーションセンサ（加速度・角速度センサ）を用いることで，安定して精度よく検知できる。しかし，

取得した加速度信号𝑥(𝑛)は手先挙動のほか，車両振動や重力加速度の影響を含む。そこで，短時間フ
ーリエ変換による時間周波数解析を行い，得られたパワースペクトル密度値 𝑋𝑝𝑠𝑑(𝑛, 𝑘)のうち，人の
身体挙動に由来する成分のみを抽出する。この PSD 値から次式を用いて挙動変化の指標値を算出す
る。 

𝐽hands =
𝑀𝑒𝑎𝑛[𝑋𝑝𝑠𝑑(𝑛,𝑘)]
𝑆𝑡𝐷𝑒𝑣[𝑋psd(𝑛,𝑘)]

 (1) 

ただし，𝑛, 𝑘は離散の時刻と周波数を表し，それぞれ𝑛1 ≤ 𝑛 ≤ 𝑛2，𝑘1 ≤ 𝑘 ≤ 𝑘2の範囲で指標値を
算出する。認知的な負荷が生じると，修正舵が頻発する。その結果，手先挙動が振動的になることで，

指標値𝐽hands値は増大すると考えられる。この特性により，運転負担の変化を評価する。 
 
（2）運転行動計測実験 
提案指標の妥当性を検証するために，二重課題法を用いて，運転負担が生じやすい状態を実験的に

再現する。主課題にはドライビングシミュレータ（DS）を用いた単調運転作業を，副課題には記憶課
題の一種であるNバック課題をそれぞれ用いる。 
Nバック課題は実験参加者に自動音声により 3秒間隔で一桁の数字をランダムに呈示し，現在呈示

図 4-2-1：運転中の注意力状態計測手法の比較 




